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師などを決め、来年桜の聖母高校主催の､リーダー研修

会は視察をしなくてはならないようです。

　8月8・9日年次大会が、郡山自然の家で開催されま

す。（ホスト岩瀬農業高校・須賀川ＲＣ）

　10月福島市の全加盟校、加盟ＲＣによる｢あしなが

募金｣（交通事故等遺児募金）を駅前で行う。2月7・8日

ブリティッシュヒルズにて、

国際理解研修の予定です。

2月16日ふれあいコンサー

トにRCの方々にも参加頂け

るとありがたいです｡

　これからも福島南RCから

のご指導よろしくお願い致

します｡
１  開会点鐘

２  ロータリーソング 奉仕の理想

３  四つのテスト

４  来訪者の紹介と会長挨拶

５  臨時クラブ総会

６  能登半島地震災害義援金の受付状況

７  お食事をどうぞ

８  ゲストスピーチ

  福島成蹊高校インターアクトクラブ

  顧問  三本杉 博美様

９  各委員会報告

  財団委員会

  スマイリング委員会

  出席委員会

10  閉会点鐘

■会員74名　■出席　38名　■出席率　51.35％　■メークアップ　35名　■修正　73名　98.65％
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サンパレス福島

本日のプログラム

　本日は､インターアクト共

同奉仕月間という事で､福島

成蹊高インターアクト顧問の

三本杉先生にスピーチをいた

だく事になっております｡

　当クラブが三年前に、宍戸

清和パスト会長時にインター

アクトクラブを立ち上げてい

ただきその時の子供たちが今年卒業いたしました｡

　クラブを代表して今年の卒業式にお招きいただき大

変感慨の想いを胸に感じてまいりました｡

　今身近に高校生の問題に直面し先生､父兄の皆様は

大変な事と思います｡

　今私は､成蹊高校インターアクト生からの言葉が

残っておりますが､“奉仕・ボランティアは､「思い」を

「行動」へ移し､自分の手が届かなくなった時のことま

でを考え､自立できるように支援していくことが大切

だということを学びました”と聞いて､とても感動いた

しました｡ 

　この様な想いを持ち巣立ってくれたことにとても誇

りを持ちました｡

　三本杉先生には手さぐりの状態からご指導をいただ

き本当にありがとうございました｡

　さて､昨日皆様より好意と友情の能登半島震災義援

金をいただき､社会奉仕活動の一事業として日本赤十

字社福島支部へ10万円を渡してまいりました｡

　5/21 現在､支部における寄付金額は､2,412,010円

だそうで､義援金もなかなか大変な状況にあり､とても

感謝をいただきクラブの皆様よろしくとの､お言葉を

いただいてまいりました｡皆様の好意本当にありがと

うございました｡

　今年､2007年世界赤十字デーということで､“守ろ

う・尊い命､今私にできること”でキャンペーンが繰り

広げられておりますが、そのキャラクターの広報に女

優の、藤原紀香さんが起用されております。

　その起用についてですが今から5年前2002年、女優

“藤原紀香”にできること、すべきことを決意して紛争

が続いている、アフガニスタンの子供達に触れ、その現

状を自分の目で見て伝えたい気持を実現されたこと

と、阪神・淡路大震災の時に被災した神戸長田町を見

て言葉を失ったそうです。

　自宅が西宮だそうで、周りは火事、ガスの臭いの漂う

中を歩いていたそうです。　

　それから二ヶ月間ボランティア活動に汗を流し自分

のできるだけの知人に呼びかけ薬の手配、食料の手配、

6月13日(水) 浅倉俊一ガバナー補佐　訪問
 (新旧理事会 17時～ロイヤルホール)
6月20日(水) 第6回福島南RCゴルフコンペ

 (福島CC)
 新旧委員会歓送迎会
 (18時～土湯温泉 観山荘)
6月23日(土) 5クラブ  合同ソフトボール大会
 (14時～あづま運動公園)

今月・来月のプログラム

会 長 挨 拶 斎藤　ミヨ会長

編集担当　鈴木光一

衣料の手配と、自分で動かなければと必死に動き歩い

たそうです｡

　紀香がたまたまこうして生き残った､命があったこ

と､それには何か意味があるはずと､夢を実現させるた

めの1歩を踏出し､今女優の仕事を通じて助けを必要

とする人たちの為に何らかの力になりたい､とのこと

で今年度の赤十字広報のキャラクターに起用されたそ

うです｡

　ロータリーの四つのテスト“みんなのためになるか"

どうか､紀香さんの精神力・好意に拍手を送り、挨拶と

いたします。

　　能登半島震災義援金の状況報告

　　　澤俊樹社会奉仕委員長

　赤十字福島支部におけ

る受付額は5月21日現在で

2,412,010円　（27件）日本

赤十字社としての受付額は5

月15日 現 在　589,626,879

円（34,241件）となっており

ます。

　成蹊高校ＩＡＣの活動について、正式名称は、ＪＲ

Ｃ・ＩＡＣ部今年度は、顧問2名・ＩＡＣは主に私、三

本杉博美が担当し、ＪＲＣは佐藤敦子が担当し、今年度

は部員1年生が3名、2年生が増え9名になり、3年生は5

名の計17名で活動しています。

　今日は、4月の新入生歓迎会

で使用した部活紹介のビデオ

を後で見て頂きます。

　昨年度の反省、例会は4回行

いました。

　昨年度は座禅を大野さんに

ご指導いただき好評でした。

　6月に行われるリーダー研

修会でも座禅が研修のプログラムの中に盛込まれてお

り、生徒も楽しみにしているようです。

　生徒たちは、ＲＣメンバーの方と一緒に､活動したり

お話しをするのを楽しみにしています。

　例会の他に福島南ＲＣの皆さんと駅前清掃を一緒に

していただきました。

　今年度の計画について、まず例会は6月から2月ま

で、うまくすれば6回できそうで、6月7日リーダー研修

会ホストは会津農林高校・会津坂下ＲＣ、会場は会津

大学来年度のホストが桜の聖母高校・2009年度は、成

蹊高校がホストとなります。

　来年の夏くらいまでに、日時・会場・講演内容・講

ゲストスピーチ　　　　　　三本杉　博美様

廣 廣


